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 ここで総括質疑の発言通告がありますので、

順次ご指名いたします。 

 

 

 我妻 昇委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 順位１番、議席番号３番、我

妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 おはようございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、総括質疑始めさせていただきます。

通告してありますのは２点であります。 

 最初に、スポーツ振興についてということで、

スポーツ振興はただ体力増進だとか健康増進と

いうことだけではなくて、観光にも影響を及ぼ

すのではないかという観点から質問させていた

だきます。 

 まず、山形県縦断駅伝競走大会というものが

行われたわけですが、毎年盛大に行われている

わけです。この大会は昭和30年にいわゆる「昭

和の大合併」ということを記念して第１回目が

開催された歴史ある大会であります。連日テレ

ビやラジオ、新聞などで大きく報道されていま

す。ラジオはもうずっと生中継されています。

県民の多くが注目する大会であり、県内を北か

ら南まで、遊佐町から米沢まで来て、また山形

の方にぐるっと回るということで、総距離300

キロですね。自分たちのまちの誇りをかけた戦

いと言ってもいいでしょう。55回を数えること

しが終わったわけですけれども、残念ながら長

井・西置賜チームは最下位という成績に終わっ

ています。過去を振り返っても、昭和36年第７

回大会の１回切り優勝ということです、この長

井・西置賜チームは。ここ数年見ますとずっと

最下位クラスというんでしょうか、大分成績が

振るわないというような状況が続いております。 

 そういったことから質問させていただきます

けれども、この長井・西置賜というふうにくく

りがあるわけですけど、この選手団というのは

どのように決められて選手強化策というのを図

られているのかということで、なかなかそちら

の方には私も疎いもんですから、どのようにさ

れているのかなと。また、この大会結果、ここ

近年の大会結果が振るわないわけですけれども、

そういった原因とかもいろいろ考えられている

かと思います。まずは、選手強化策について教

育長にお伺いいたします。 

○蒲生光男委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 現状の選手強化策についてお

答えをします。 

 現在、西置賜地区体育協会や西置賜陸上競技

協会が中心となって実行委員会を組織して、選

手強化計画を立て、実行しているところです。

具体的には、通年を通した各種大会への積極的

な参加と合同練習会での現有選手のレベルアッ

プを最重点にして取り組んでいるところです。

また、県縦断駅伝チームに係る選手派遣費は、

西置賜１市３町で34万4,000円、うち長井市13

万8,000円を負担しています。このほかに後援

会から70万円の強化補助金を受け、合わせて

104万4,000円の予算になっています。 

 支出予算を見ると、選手強化費が29万円、本

大会派遣費75万4,000円で、特に選手強化費に

ついては十分とは言えないのではないかなとい

うふうに思っているところです。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 １市３町で34万円の行政

からの補助金というんでしょうか、長井市から

13万8,000円ということは非常に何というんで

しょうかね、寂しい額ですよね、はっきり言っ

て。ほかのチームの取り組みというのも少しは

把握してらっしゃるんでしょうか。酒田・飽海

チームでしょうか、常連さんですよねトップ。

ですとか北村山さんなんていうのは歴史的なこ

ともあったり、あとは神町の自衛隊の方々もい



 

―１４４― 

＋ 

＋

＋

＋

たりということで、強いのはもうそこら辺はし

ようがないなというのはわかるんですが、そこ

から下というのはある程度の努力ですとか、こ

ういった財政面もあるかと思います。ほかのチ

ームと比べてこの長井というのは、西置賜とい

うのは選手強化策が手薄ではないかというふう

に結果から見るとそうだと思うんですが、比べ

てみてどのようにお感じでしょうか、教育長。 

○蒲生光男委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 ほかの選手強化費というのは

ちょっとその情報を取り入れていませんのでち

ょっとわかりませんけども、私はやっぱりそれ

ぞれの自治体で企業とか行政とかが一生懸命頑

張って選手を受け入れているという、そういう

ことがあるんじゃないかなというふうに思って

います。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 そうですよね。地元出身

というのはどういうくくりでしてるかわからな

いんですけれども、そこに会社があればそこの

社員も地元選手ということなのか、その辺もあ

るでしょうし、そういった面でもうちょっと大

きく見て、ほかのまち、長井市だけでなくって

飯豊、白鷹、小国とあるわけですので、連携を

図りながらもうちょっと選手強化策を頑張って

いただきたいなと思うのであります。 

 また、今回の選手団の受け入れというんでし

ょうか、長井が市役所がゴールになりまして、

その晩というものは長井に泊まる選手の方ある

いはその関係者ですね、方が大変多いというふ

うに聞いておりますけれども、そういったとこ

ろの受け入れ体制というのもある意味大分重要

なところではないかなと思います。山形新聞、

山形放送さんで選手の泊まるところをいろいろ

采配を振るって皆さんが泊まれるようにという

ことでやられているんですが、市としてもある

程度配慮が必要ではないかなと思うのでありま

す。 

 聞くところによりますと、宿泊所の方で選手

団の要望と宿泊を受け入れた宿泊先、旅館です

か、旅館との意思の疎通というんでしょうか、

要望を受け入れられない旅館の事情もあるんで

しょうけれども、ちょっとしたトラブルという

んでしょうかね、苦情があったというふうに聞

いております。具体的にはちょっと詳しくわか

りませんけれども、そういったことも非常にこ

の大会、長井市において重要ではないかなと。

観光という観点からも非常に評判が悪くなるん

ではないかなというふうに思っております。教

育長に選手団を受け入れる体制というものは市

としてどうとっているのか、全く関知していな

いものかどうか、そこら辺のところをお聞きい

たします。 

○蒲生光男委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 県縦断駅伝受け入れの体制で

すけども、競技運営面は西置賜陸上競技会が中

心となって行っています。また、大会運営の部

分は生涯スポーツ係が中心になって体制づくり

を行っているところです。宿泊の方ですけども、

先ほど我妻委員からあったように山形新聞社が

配宿を行っておって、地元の方では旅館の方と

は直接かかわっていないという状況ですが、こ

のたびの朝食の対応の件ですね、私どもも後に

なって情報が入ってきました。私はこの件につ

いてはやっぱり主催者側と旅館側の問題でない

かなというふうには思っていますが、やっぱり

長井市のイメージダウンにもつながりかねませ

んので、今回の関係者の話を聞きながら対応は

考えていきたいなというふうに思っているとこ

ろです。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 もちろん主催者はＹＢＣ

さんなわけですけども、おっしゃるとおり長井

市のイメージダウンということでもう一回来て

もらいたいなというのが本来だと思うんですね。

今回はスポーツで来たんですが、大変いいとこ



 

―１４５― 

＋

ろだと、長井が大変いいところなんだというふ

うに印象を持っていただければ、その選手がプ

ライベートに来たり、またあるいは監督や関係

者がまた来てみようということが必要なんでは

ないかなということで、このスポーツ振興とい

うことと観光が密接につながっているんではな

いかなということでありますので、ぜひ長井市

としてはかかわってないということでなくて、

ＹＢＣさんと旅館の話し合いがどういうふうな

ものであれ、ぜひ長井をアピールしてほしいと

いうことでしょうか、旅館組合というものがあ

るわけですので、そういったところとの意思の

疎通、長井市ではこう考えているんだよと、旅

館組合さんにでもこういうふうに配慮していた

だきたいという連絡というんでしょうか、そう

いったことが必要ではないかなと思います。 

 スポーツが持つ宣伝効果を考慮すべきという

ふうに思います。皆さんが注目している、県内

の方、県外の方もそうでしょう、それと注目し

ているこういうスポーツイベントでございます

ので、この宣伝効果ということを考えれば配慮

して当然ではないかなと思っておりますので、

今、教育長にお答えいただきましたんで、商工

観光課長も観光の面からお答えいただきたいと

思います。また、教育長、補足するところがあ

れば教育長からもお願いいたします。 

○蒲生光男委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 委員ご指摘のように、長井市外からおいでに

なる方、とりわけスポーツ大会を通しまして前

泊をされる、あるいは当日宿泊をされるという

ふうな事業につきましては、地道な取り組みと

いいますか、地道なおもてなしの形態というふ

うなものが長井市の観光あるいは継続的な交流

というふうな部分につながるのではないかとい

うふうに考えます。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 違う部署のことだからわ

からないということではなくて、ぜひ教育長が

リーダーシップをとっていただきまして、スポ

ーツと観光というのはつながっているという観

点から、ぜひ商工観光課とも連絡をとりながら、

こういった事業に側面から協力、バックアップ

していただければありがたいと思うのでありま

す。 

 また、市長には長井市、現在、着地型観光と

いうことで取り組んでいます。今までは素通り

して休憩の場所というふうな長井市の観光とい

うのがどうも問題というようなことであったわ

けですけれども、これからは着地型観光なんだ

ということで盛んに今取り組んでおられますけ

れども、そういったことにも大変かかわってく

るんではないかなと。スポーツ振興というのは

着地型観光には欠かせないところになってくる

んではないかなと思います。 

 ぜひその辺の市長のお考えをお聞きしたいん

ですが、先日、５月の末に行われました黒獅子

まつりで私も会場にずっといたんですが、ある

方から「毎年来ているんだけれども泊まるとこ

ろないんだ」と。というのは何でかといいます

と、いろんなイベントと重なってまして、その

日はバレーボール大会とソフトボール大会でし

ょうか、中学生や高校生の大会と同じ日に重な

ってましてとれなかったと。長井市内の宿をと

れなかったというので残念だというふうに私の

ところに来た大阪の方でしたけれども、いらっ

しゃいました。そこら辺のところをどういうふ

うに総合的に見るのかというのは難しいと思い

ますけれども、着地型観光を標榜する長井市に

とって観光とスポーツというのは密接にかかわ

るという私の主張でございますので、ぜひ市長

の考え方を聞かせていただきたいと思うのであ

ります。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 着地型観光につきましては、いろいろな取り
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組みが必要だと思います。その中で宿泊所の確

保ということも重要だと思いますが、スポーツ

に限らず、委員おっしゃるようにスポーツとい

うのはそういった冠大会なんかありますと、多

くの選手、関係者、それから保護者とか応援団、

そういった方が訪れますので、あわせて宿泊も

どう対応するかというところを旅館組合なりあ

るいは旅館というのは業ではございますが、そ

れ以外にも民宿みたいな形で受け入れるキャパ

を収容人員をふやせるような、そういった動き

も進めていかなければならないというふうに思

っています。人口減少の時代の中で、こういっ

たスポーツイベントに限らず、県のいろんな各

種大会、コンベンション、そういったことによ

る長井への観光交流客の経済効果というのがこ

れからの地域振興には欠かせないと私も思って

おりますので、まず委員おっしゃるように旅館

組合との意見交換をしたり、あるいは定期的に

市の方からも働きかけてこういった大きいイベ

ントの後の反省会なども踏まえながら、次に備

えていかなければならないと思います。 

 なお、着地型観光については、宿泊も大切で

ございますが、やはり長井市内の普通の旅行代

理店では組めないような商品といいますかコー

ス、それを地元から発信するということで、広

い意味で考えますと宿泊は残念ながら長井では

余り収容人員がございませんので、できるだけ

長く長井に滞留、滞在いただいて、いろいろお

金を使っていただくような、そんな工夫もいろ

んな団体と協議していきたいというふうに思い

ます。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 今回のこの駅伝大会で一

部の方だと思うんですけども、大分憤慨されて、

「もうここに泊まりたくない」と言った方もい

らっしゃるというふうにお聞きしておりますの

で、ぜひ今、市長がおっしゃったように、いろ

んな大会があったりいろんなイベントがあった

後に、今回の反省点はどういうようなことだっ

たんだと、何かこういう話があるが、これを改

善するにはどうするんだということをなるべく

早い段階でまとめて、今後そういうことのない

ようにということをぜひ早い段階で取り組んで

いただきたいなというふうに思います。 

 関連して、この（２）にあります東北高校駅

伝競走大会も、11月の第１週目だと思いますけ

れども、行われます。これは山形県じゃなくて

東北じゅうから高校生が集まってきます。高校

生というのはやっぱり保護者も集まってくるだ

ろうし、監督や関係する方も大勢いらっしゃる

ようです。また、その当日だけではなくて、こ

の環境になれるという意味でもあるんでしょう

か、少し前から、早い選手団は１週間前から来

るんではないでしょうか。大分早い段階から長

井市に泊まりに来てこの大会に参加されるとい

うようでございますので、ぜひ県縦断駅伝のこ

のことと同じような問題も発生するかもしれま

せんので、その辺の受け入れ体制というものが

心配されるわけです。 

 この大会は、いろんな要望活動とかしたんで

しょうか、せっかくつかんだ大会ですね、公認

コースをかち取って25年までは長井市で、行っ

たり来たりというんでしょうか、隔年というん

でしょうか、２年置きに開催されることが決ま

った、いわばかち取ったと言っていいでしょう、

非常に大きな効果を生む大会をつかんだわけで

す。これを生かさない手はないなと、これで評

判悪くなったらもうどうしようもないと思いま

すので、ぜひこの高校生が大人になったときに

あそこで走ったなということでドライブに来て

くれたり、長井のまた違うところを見に行こう

というように思ってくれるような大会にすべき

だなと思うのでありますので、この大会の受け

入れ体制をぜひ伺いたいんですが、例えば宿泊

所、先ほどの問題のこと、あとは練習会場とい

うのはどういうふうにしているのかということ
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を、まず教育長にお伺いいたします。 

○蒲生光男委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 東北高校駅伝の受け入れ体制

についてお答えをします。 

 まず、長井市としての受け入れ体制ですが、

４月に副市長を委員長とする庁内準備委員会を

立ち上げました。６月１日には市内の関係団体

の代表で構成する、市長を会長とする実行委員

会を設立して、市挙げての準備体制づくりを行

っています。実行委員会の中では、まず１つは

大会運営の協力、２つには歓迎装飾及び美化環

境運動、３つ目に宿泊観光、物産販売、接遇等、

４つ目に市民への大会広報活動、５つ目にコー

ス沿線での応援活動及び交通誘導などを行うこ

ととしています。特に800食前後の芋煮の接待

とか、150本ののぼり旗など歓迎の準備をして

いるところです。今後庁内準備委員会では、部

門ごとの会議を開催して具体的な取り組みを検

討して、その後関係団体にも参加いただき準備

を進めていきたいというふうに考えています。

９月にもう一回実行委員会を開催します。 

 なお、広報としては７月と10月の市報でのＰ

Ｒと全戸配布のチラシやコース沿線の地区にさ

らにもう一回チラシの配布を行うほか、ポスタ

ーも作成して掲示していきたいと考えています。 

 宿泊についてですが、今回の大会は近畿日本

ツーリストが取り扱うようになっています。長

井市の実行委員会の中にも旅館組合の代表者の

方もおりますし、宿泊観光関係の係が旅館組合

の協力要請をすることになっていますので、ト

ラブルのないように対応していきたいというふ

うに思っているところです。 

 練習場所については、学校のグラウンド、市

民グラウンドを開放をしたいというふうに思い

ますし、試走についても本番のコースの試走は

可能ということですので、そういうふうにして

いきたいというふうに思っています。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 ４月からもう準備してお

られて、実行委員会も立ち上がっているという

ことで、特に関係者の方には頭が下がるわけで

すけれども、ぜひ先ほど申し上げたような問題

にならないように、商工観光課ですとか旅館組

合ですとか、意思の疎通をしっかり図って、ま

た観光協会もどうなるかわかりませんけれども、

意思の疎通を図るべきではないかなと思います。

こういうことがあることすら知らない観光関係

者というんでしょうか、いると思いますので、

ぜひこういうことがあるんだよということを皆

さんにわかるように連絡をとっていただきたい

と思いますので、これは同じ質問になりますの

で、商工観光課長にぜひその連絡体制、協議体

制というものをしっかりしていただきたいと思

いますので、商工観光課長にもお答えをお願い

いたします。 

○蒲生光男委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 ただいま教育長の方

からもお話があったとおり、実行委員会の中に

は旅館組合、観光協会というふうな立場からの

委員が入っているというふうなことでございま

す。これからの細部の中でそれぞれの範囲の作

業の詰め方をしていくというふうなことになろ

うと思います。そういうふうな形で体制をとっ

ていくというふうなことになろうと思います。

また、観光協会内部への周知というふうなこと

につきましても対応していきたいというふうに

思います。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 わかりました。よろしく

お願いいたします。 

 続きまして、市民一人一スポーツの取り組み

ということで、施政方針にも掲げてありました。

これは市民に対する体力増進というんでしょう

かね、健康である生きがいづくりというんでし

ょうか、こういった観点から市民一人一スポー

ツということに取り組んでいるわけですけれど
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も、これ具体的にどのように取り組んでおられ

るのかと。ちょっと私の感覚でいうと、もうち

ょっと積極的に取り組んだ方がいいんではない

かなというような感覚を持っております。具体

的にどのように取り組んでいるのかということ

を教育長からお答え願います。 

○蒲生光男委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 市民一人一スポーツの具体的

な取り組みということですが、生涯スポーツ係

の方では体育指導委員会とか女性スポーツ団体

連絡協議会、また各種競技団体の協力を得なが

ら、毎年14から15ぐらいの市民大会とかスポー

ツ教室などを行っていますし、各種競技団体主

催の大会、また公民館主催の大会など結構な数

の大会が開催されているのでないかなというふ

うに思っています。また、市の体育施設とか学

校体育館なども開放しているところですが、や

っぱり参加者が固定化して広がりがないという

ことがあって、市民が気軽にスポーツに親しみ

交流することができるような取り組みが必要か

なというふうに思っています。 

 今年度は、長井市体育指導委員会が中心とな

って市内各地区に１キロから５キロメートルの

４コース、市内全体で24コースのウオーキング

コースのマップづくりを行っています。日ごろ

運動から遠ざかっている方々のために自分に合

ったコース、時間帯でウオーキングができるよ

う設定するものです。今後関係課や各地区公民

館のご協力を得ながら、ウオーキングによる健

康体力づくりとして気軽にスポーツができる機

会の提供と啓蒙を図っていきたいなというふう

に思っているところです。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 おっしゃるとおり、固定

化というんでしょうか、マンネリ化というんで

しょうか、各種大会、いろんなスポーツイベン

トも私もわかっておりますし、参加も一部参加

をしております。でもやっぱり同じ人なんです

よね、実際は。そういった中で、しかも減って

る状況にもあるんじゃないでしょうか、参加者

が。これでは市民一人一スポーツということを

進めているというふうにはならないのではない

かなと思います。 

 先ほど言ったようにウオーキングコースとい

うふうに、いきなり何とかの大会に出ようとい

ってもなかなか難しいと。じゃあ、歩いてみよ

うと。歩くということはほとんどの方ができる

わけですので、そういったところから始めると

いうのが非常にいいかと思います。ぜひ市民一

人一スポーツというのを振興していただきまし

て、これは生きがいづくりという面もあるんで

すが、体力を増進させることによって医療費が

下がるということも実例としてありますし、経

済再生戦略会議のときにも基調講演の中でもあ

ったとおり、「生き生きした町、村には国保が

黒字のところもあるんだよ」ということで、こ

れはスポーツだけじゃないと思います。さまざ

まな生きがいというのはあるわけですけれども、

そういったところは医療費がかからないんだと

いう実例も挙げてこの基調講演されておりまし

たけれども、ぜひこの市民一人一スポーツとい

うものをもう少し大きく取り組んだらいいので

はないかなと思います。 

 その一例として、毎年開催されている県内唯

一のフルマラソンであります長井マラソンとい

うのがあるわけです。マラソンはほかにも白つ

つじマラソンとかあるわけですけれども、この

長井マラソンの大会が年々参加者も減っており

まして、特に市民の参加者がもう大分少ないと

いうことがあります。ことしは招待選手として

高橋千恵美さんといって、2000年のシドニーオ

リンピック女子１万メートルに出場された方で

すが、いらっしゃることが決定されたというこ

とであります。私も商工会議所の青年部会とい

うところで講演をいただく関係上、私もこの調

整をさせていただいたんですが、せっかく有名
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なスポーツ選手が長井に来られて一緒に大会に

参加するということもありますので、市民一人

一スポーツの観点からもぜひ市民へのこういっ

た大会への参加を促したらどうかなと、大きな

大会にしたらどうかなというふうに思います。

県内唯一のフルマラソンで長年頑張ってきたわ

けですけれども、市民の参加が少ないというの

は非常に悲しいことで、私も３回ほど出ており

ますけれども、本当に市民の方が少ないです。

遠いところは沖縄とか北海道とかも来て走って

いるわけですので、これを今回の招待選手、有

名な選手が来るわけですので、これをきっかけ

にもう少し盛り上げてみてはどうかなと思いま

すが、教育長、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 長井マラソンは、やっぱり我

妻委員ご指摘のようにことし23回目を迎えて、

県内唯一のフルマラソンということで知名度も

結構アップしたのではないかなと、これは関係

者の皆様方のご尽力のおかげだなというふうに

感謝を申し上げますが、やっぱり市内の選手が

出る種目というのはやっぱり10キロとかファミ

リーなんだと思います。フルマラソンというの

はそれなりの練習をした方でないと出られない

んでしょうから、そういう意味で10キロとかフ

ァミリーコースへの参加をまず呼びかけたいと

いうふうに思いますし、この高橋千恵美さんで

すね、この方がシドニーオリンピック１万メー

トルの選手だということも知らない方というの

は結構いると思うんですね。そういう面で高橋

千恵美選手の紹介なんかも含めながらＰＲする

必要があるのかなというふうに思っています。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 高橋千恵美選手は日本ケ

ミコンにも1994年に所属していらっしゃいまし

て、長井にも来たこともあるんでしょうかね、

関係者もいらっしゃいますしなじみの深い方も

何人かいらっしゃいますので、そういった面か

らも大変役に立つのではないかなと、相乗効果

があるんではないかなと思いますので、ぜひ大

きく取り組んでいただきたいと思います。 

 私もフルマラソンはもちろん走れないわけで

すが、10キロには出させていただいております。

何とか１時間４分ぐらいで走るんですが、やっ

とやっとですので、ぜひせっかくの機会ですの

で、ファミリーコースもありますので、ぜひ市

役所の職員の方ももっと積極的に、名前ばっか

りエントリーするんではなくて走ってみたらど

うかなというふうに思っています。そんなに気

張らずに、途中で歩いてもいいんだというよう

な感覚で、それが自分の体力増進、家族のため

にもなるし、ひいては長井市のためにもなるん

だというような気持ちを持てば、参加できるん

ではないかなと思いますが、また市長にも同じ

ことが言えまして、ぜひファミリーの部でも、

お子さんはこちらにいらっしゃらないでしょう

か、ファミリーの部じゃなければ10キロの部に

挑戦していただけないかなと、私と一緒に走っ

てみてはどうかなと思いますが、市長、いかが

でしょうか。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お誘いいただきましてありがと

うございます。我妻委員の方からも一緒に走ろ

うということは前からも言われておりますが、

かなりリハビリをしてから万全を期して参加で

きるように努力したいと思います。いろいろご

指導ありがとうございます。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 そうなんですよね。あん

まりふだん運動してない人がいきなり走ります

と、東京マラソンでしたか、松村さんのように

倒れるということも考えられますので、またメ

タボ対策で市役所挙げて取り組んで悲しい事故

があったというのも数年前にもあったようです

し、余り一気にやろうとすることでなくて、気

軽に参加するような、そういった大会にできれ
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ばなと。白つつじマラソンもそうですよね、そ

ういった大会にしていただけないかなというふ

うに思いますので、ぜひ皆様方の、市長を始め

関係者の当局のご努力をお願いするものであり

ます。 

 スポーツについては以上にさせていただきま

す。 

 次に、消防設備ということで通告しておりま

すが、今回のこの定例会に消防ポンプ庫の倒壊

による事故に係る損害賠償についても上程され

ております。今、消火栓やポンプ庫、警鐘台と

いった管理のあり方というのが問われているの

ではないかなというふうに思ったところです。

特に消火栓や警鐘台、今回はポンプ庫の倒壊だ

ったわけですが、消火栓や警鐘台についても管

理の見直しというのが必要なんではないかなと。

または設置箇所というのがここで本当にいいの

かどうかというような、そういった場所につい

ても見直しが必要ではないかなというふうに思

います。 

 昨年の11月でしたか、屋城町での工場火災が

ありました。私も消防団員ですので出動したわ

けですけれども、そこの工場の出火場所の一番

近い消火栓が国道287号線の反対側、出火場所

は国道の東側、消火栓が国道より西側にあると

いうことで、国道を挟んでいるということで、

消防のホースが国道をまたいだんだということ

があったようです。車両の通行を長時間とめる

ことにもできないということで、ホースも踏ま

せたというんでしょうか、ありまして「ホース

が破れてしまった」というふうに地元の人が見

ておられたんですね。私は火事場の先端の方に

いましたんでその事実は全く知りませんでした。

ホースが破れたということは問題ではないだろ

うかなと思います。保護する方法にも不備があ

ったと、これももちろん問題でしょうけれども、

国道より東側に消火栓がないと西側から引っ張

らなくてはいけないという、ここに一番の問題

があるのではないかなというふうに思いました。 

 そこで消防主幹にこの状況をどう考えている

のかということで、どのように事故というんで

しょうか、この状況を考えておられるのか、ま

ずは消防主幹に伺いたいと思います。 

○蒲生光男委員長 矢久保 浩消防主幹。 

○矢久保 浩消防主幹 我妻委員のご質問にお答

えを申し上げます。 

 屋城町地区においての火災現場における防御

活動とその消防水利についてという２点のご質

問だと思いますけども、まず防御活動において

国道を横断するということで大分交通量もある

というような形のところのホース延長として大

変危険を伴ったものではないのかなというふう

に思います。そういったときの交通統制、そう

いったものも十分に行った上で実施するべきと

いうふうにも私思っております。また、交通車

両関係もとめられなかったというようなことも

ございまして、それに伴って大型車両にホース

が踏みつけられた場合につきますと大分つぶさ

れた状態になります。そういったときのポンプ

自体の機関管理、または筒先を持っておられる

消防団員の方へのその反動、そういったものも

あって、そういったところへの安全管理面の配

慮も必要かなというふうに思っております。 

 なお、私どもの方の消防本部の方のポンプ車、

または消防団管理の自動車ポンプの方には、こ

ういったところを防止するためのホースブリッ

ジという給管を保護する機材関係も積載してお

りますので、その辺につきましては連携をとり

ながら、そういった措置をしながら対応してい

ただきたいというふうに思います。 

 ２点目の、西側に消防水利があって、国道の

東側が火災になったというようなことで、国道

の東側にはそういった水利がなかったという件

でございますけれども、確かに委員ご指摘のと

おり、当屋城町地区のその区画については消防

水利が設置されておりません。ただ、その地区



 

―１５１― 

＋

につきましては木蓮川が流れておりまして、通

常有効な水利であるというふうな観点もありま

して現状に至っているのではないのかなという

ふうに思っております。ただ、あくまでも自然

水利ということで通年消防活動に有効な水利を

得られるかということではそうでもないと思い

ますので、幸いにして国道287号線東側、歩道

側の方に水道管100ミリ管が埋設されておりま

す。そんなところで消火栓設置するのには有効

なところではないのかなというふうに思ってお

ります。ただ、長井市内全域を見ますとまだま

だ消防水利の充足率が上がってない状況でござ

いまして、ほかの地域からも要望等も大分ござ

います。長井市内全体的に見たところで計画的

にそういったものを整備してまいりたいという

ふうに思います。以上でございます。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 いろんな問題があるわけ

ですけれども、私もその場所にいて、木蓮川の

水位が物すごい低くてなかなか水出なかったで

す。やはり川があるから大丈夫ということでは

なくて、もっと総合的にやっぱり見ることが必

要だなと。また、ホースが破れたということを

ほとんどの方知りませんでした。私たち消防団

はもちろんですが、市役所の関係者あるいは消

防本部でもその事実は把握してなかったのでは

ないでしょうか、どこのホースが破れて、その

ホースどうなったんだというところまで本当は

調べて、これはこういう問題があるというよう

になるべきところですが、そうではないかと、

破れたのではないかと、見た人もいたようだと

いう程度では非常に問題があるのではないかな

と思います。 

 こういったことを加味して、今後見直しとい

うものが必要だと思います。今、消防主幹がお

っしゃったように100ミリ管が、水道の管があ

るので設置しようと思えばできるのではないか

ということでありましたので、ぜひそういった

ことも含めて屋城町だけではありません、すべ

ての設置箇所や管理のあり方というのを見直す

べきではないかなと。これは消火栓、ポンプ庫、

警鐘台という、この機会でありますのでぜひそ

の管理・見直しというものをすべきではないか

なと思いますが、総務課長いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 消防主幹からお答えいただ

きましたが、消防隊の活動に欠かせないこの消

火栓あるいは防火水槽等の消防水利、これは今

さら申し上げるまでもございませんけども、災

害時に迅速な消火活動を行うことができるよう、

常日ごろから地域の水利状況、河川の状況も含

めましていざという場合の確実な活用、運用に

努めていかなければならないということは、こ

れは当たり前のことでございます。 

 ポンプ庫、警鐘台の維持管理につきましては、

このたび委員からもご指摘ありましたご審議い

ただいておりますポンプ庫倒壊事故の件、これ

を教訓といたしまして、より適正にとにかく管

理できるように努めてまいりたいというふうに

思います。 

 設置場所の見直し、一般的にということでご

ざいますが、問題のある箇所につきましては地

域の実情、それからこれまでの経緯、それから

その埋設されている水道管の口径等も含めた布

設状況、それから将来的な計画の有無など、そ

れらを総合的に勘案いたしまして設置すべきも

のは設置していくということで対応してまいり

たいというふうに考えております。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 そういう見直しのとき大

事なのが、消防団との連携というんでしょうか、

協力体制というのが重要になってくるんではな

いかなというふうに思います。私もどこに消火

栓があってというのは、近所の部分はある程度

頭に入っておるわけですが、もうちょっと広範

囲になりますとなかなかわからないでおります。
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それがどうやって管理されているのかと。ポン

プ庫は果たしてこの土地というのはどうなって

いるのか、これいつ建てられたんだと、もう何

年物なんだと、どこかに問題はないのかという

ような意識の高さというんでしょうか、そこは

なかなか一般の団員一人一人までになかなかな

っていないのが実情ではないかなと思います。

消火栓のあり方を消防団と連携をとって考えれ

ば、うちの管轄している地域にはここがどうも

エアポケットというんでしょうか、ここがどう

も空白地域ではないかなというような問題意識

が、団員一人一人まで持てるんではないかなと

思います。そういった消防団とこの長井市との

防火体制の協力体制というんでしょうか、を確

立する必要があるんではないかなと。消防団員

一人一人への周知徹底を図るべきではないかな

と思いますが、ここは市長にお伺いいたします。

こういった協力体制について市長のお考えをお

聞きいたします。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 消防団員の皆様には、消防活動、

水防活動あるいは捜索活動、また地域のお祭り

等の警戒等々、多岐にわたって大変ご尽力いた

だいているわけでございますけども、やはり一

番地域の実情がわかっていらっしゃるのは地域

の消防団の皆様であろうというふうに思います。

それは地域ポンプ庫であったり、あるいは消火

栓の不備等々について一番把握されていると思

います。今までは消防団の方からの要望であっ

たり、あるいは消防団と地域一体で行政の方に

要望等々ございました。今回のポンプ庫の倒壊

については、やはり我々行政側としてももう一

度総点検しなければならないなというふうに思

ったところで、早速それらについては消防主幹

の方に検討をしていただくよう指示したところ

でございます。 

 協力体制については、我妻委員も消防団員と

してご活躍でいらっしゃいますのでよくわかる

と思いますが、団組織の中で団長の指揮のもと、

消防団幹部の皆さんから団員一人一人まで、そ

の地域内といいますか、そういったことは徹底

していると思いますが、やはり地域外のそうい

った事情についてはどういうふうに徹底を図っ

てたらいいのかというあたりも、年に何回か懇

談の場もございますので、いろいろご指導いた

だかなければならないというふうに思っている

ところでございます。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 消防団の幹部の方は大分

勉強もなさっておりますし、いろんな情報交換

しておられて非常にレベルの高い意識があるわ

けですけれども、なかなか一人一人には行き渡

らないというのであります。それを解消する面

でも一つ提案したいんですが、例えば一つの火

事の消火活動があったと、ぼやにしろ大火災に

しろ。そういった後に、この火事についての出

動体制、消火活動にどういったところに問題が

あったのか反省会というんでしょうか、総括と

いうんでしょうか、そういったものをすべきで

はないかなと思いました。 

 今回の去年の屋城町の火災の後、我が班でも

具体的にどこが悪かったんだと、ここがよかっ

た、もう少しこうした方がよかったんではない

かというような具体的な反省というのがなされ

ておりませんでした。また、その上の大きな例

えば分団ですとか団全体ですとか、そういった

ところでもなかったんではないかなというふう

に思います。ぜひそれは消防主幹にお伺いした

方がよろしいんでしょうか、そういった消火活

動の後に総括というものをきちっとすべきで、

そういったことをしていくことによって一人一

人の意識が高まったり意思の疎通ができたりす

るものではないかなと思います。今回もこの消

防ホースが国道をまたいで破損したということ

も、まずほとんどの方は知りませんでした。私

も屋城町の地区長さんにお伺いして初めて知り
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まして、それをいろんな方に聞いたんですがわ

かっておりませんでした。やっぱりこれは大分

大きな問題ではないかなと思いますので、今後

そういったことをぜひ検討していただきたいと

思いますが、消防主幹、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 矢久保 浩消防主幹。 

○矢久保 浩消防主幹 お答えいたします。 

 １点目の火災出動後の反省、そういったもの

を今後どのようにすべきかというような件でご

ざいますが、年６回幹部会等もございます。そ

ういった席上で各管轄する各幹部の方からは、

そういったところの火災の事例、そういったも

のの報告がなされます。ただ、実情的に私もつ

かんでございませんが、そういった反省の場が

あったかどうかは、ちょっとその辺は承知して

おりません。今後そういった幹部会においても、

そういった点についても今後検討材料として幹

部会にも取り上げてまいりたいというふうに思

います。ただ、なかなか今のポンプ庫自体、消

防ポンプ車が入っているものについては、コミ

ュニティ事業関係と一緒になった、そういった

ところのものもございますが、現在のポンプ庫

についてはポンプ車、小型ポンプまたは積載車、

入るだけのスペースというようなこともござい

ますので、その辺の関係につきましてもまた今

後の課題かなというふうには思っております。 

 それからもう１点、消防ホースの破れた件で

ございますが、先ほど答弁ならなかったんでご

ざいますが、その当時47班のポンプ車が出動し

ております。私の方には出動した旨の報告はな

されておりますが、その点の資機材関係の損傷

があったという報告は私の方には来ておりませ

ん。なお、破れたということも委員ご指摘のと

おり、私の方でも把握していない状況でござい

まして、ただ大分資機材関係も古くなっており

まして、穴があいていてそのときに漏れていた

のか、その点のようなところもあわせまして今

後把握をしていきたいというふうに思っており

ます。なお、大分多くの出動がありますので、

調査する時間をいただきたいというふうに思い

ます。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 ぜひ調査して、今後の消

火活動に生かしていただきたいと思います。 

 また、消防団というのは今言ったとおり、市

民の安全・安心を守るために日夜活躍、活動し

ていただいているわけですけれども、なかなか

その活動が市民の理解につながってない部分も、

少しかもしれませんが若干あるのではないかと

思います。市民への防火意識というもの、また

消防団の活動というものを知ってもらう、促す

努力を市として怠ってはいけないのではないか

なというふうに思います。 

 毎年、火災予防週間において消防団が行って

いる活動があります。それは朝６時と夜７時に

自分たちのところにある警鐘台に上って、カン

カンカンと警鐘を鳴らします。これは火災予防

週間ということでいろいろ朝６時というのはお

弁当をつくったりですとか料理をつくったりし

ている時間帯であったり、夜７時というのはご

飯を食べてたりリラックスしているところでし

ょうけれども、火事が起こらないように注意し

ましょうというような警鐘です。昔は拍子木を

たたいて火の用心というふうに町内を回ったと

思います。もうほとんどないと言っていいほど

でしょうか、あの光景はないわけですけれども、

今は消防団の方が警鐘台に上ってカンカンカン

というふうに鳴らす作業をしております。これ

は１週間やりまして、年に２回ほどされている

のが実情ではないでしょうか。 

 ただし、これ一部の台町だと思うんですが、

過去にその音がうるさいということで、やめて

くれということがあったようです。その方がた

またまいろんな事情をお持ちだと思いますけれ

ども、大分声の大きな方だったのでしょうか、

そこの警鐘台を鳴らすことをやめたと、そうい



 

―１５４― 

＋ 

＋

＋

＋

うふうに判断したということでありまして、そ

れが今でも行われてないというのは聞きました。

非常に何というんでしょうか、悲しいなと。何

のためにやっているのかと、これは私たちが好

きでやっているわけではなくて、いろんな目的

があってみんなのためにやっているわけです。

これは何のために、いつ、だれがやっているの

かということを市民にもう一回再認識してもら

うことが必要なのではないかなと思っておりま

すが、その事実確認も含めて総務課長からお願

いしたいと思います。 

○蒲生光男委員長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 朝と夕方の警鐘の打鳴と申

しますか打ち鳴らす件でございますが、ポンプ

車あるいは積載車による巡回の広報、これは春、

秋の火災予防運動で展開しているわけでござい

ますけども、これと並んで消防団活動の中でも

非常に大きな行事であるというふうに私も認識

をしております。 

 実際に昔から半鐘が鳴っているぞというよう

なことで、改めて防火意識高揚ということにつ

ながっているんだろうというふうに思います。

ある意味では地域に密着して定着している行事

でもあるというふうに言えるわけでございます

が、ただいま委員からご指摘のありました件で

ございますけども、19年４月の16日に台町のそ

の住民の方からお電話をちょうだいしたという

ようなことで、当時消防団の副団長、それから

第１分団長さんを中心にご協議をなされて、そ

の対応も含めて早朝の部分については打ち鳴ら

すことをしないと。夕方の７時のみの対応とす

るというようなことで関係者の方で地区とも話

し合ったんだと思います、対応をなされたとい

うふうにお聞きをしております。 

 台町の件で委員ご指摘でございましたけども、

そういった個別の事情、これは各ほかの地区で

ももしかするとあるのかもしれません。団幹部

の方々あるいは地域の方々のご判断で現在に至

っているわけでございまして、一概に行政の方

で号令をかけて全部やれよというようなことは、

ちょっと私的には考えてはおりません。あくま

で消防団の方あるいは地域の方々でよく話し合

っていただいて対応していただければと。 

 それから、当然消防団活動の市民の理解をい

ただく上で、火災予防運動に合わせた市の広報

体制、これは西置賜消防本部自体でも年１回広

報紙などを出しております。折に触れてタイミ

ングよく火災警報器の設置の件ですとか、そう

いったさまざまな防火意識を高める対応なども

しております。それらもあわせて防火意識を高

めていっていただければというふうに考えてお

ります。 

○蒲生光男委員長 ３番、我妻 昇委員。 

○３番 我妻 昇委員 ぜひ市としてもそういっ

た市民への理解なり防火意識を高めるために広

報活動をしていただきたいと思います。 

 先ほどの平成19年４月ということだったわけ

ですが、それから２年以上たっているわけです

よね。大分状況も変わってきていると申し上の

で、そこを少し配慮してするという姿勢も市と

してあってはいいのではないかなと思います。

苦情を言ってしまえば切りがないですよね。い

ろんな生活パターンが多種多様になっておりま

すし、ご病気の方、いろんな事情があるかと思

いますけれども、そういった事情があるにして

も目的は皆さんのこの長井市全体に住んでいる

人たちのためなんだと、セーフティーネットの

ためなんだということですので、そこをわかっ

ていただければこういったこともないのではな

いかなと思います。 

 最後に市長に、そういった消防設備や防火活

動、火災予防という活動に関しまして最後にご

意見を伺って終わりにしたいと思います。お願

いいたします。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 委員ご指摘のとおり、消防団活
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動というのは市民の生命と財産を守るために日

夜ボランティアでご尽力いただいているわけで

ございますので、そのＰＲと、それから市民の

防火意識、あわせてもっともっと市としても行

政組合の方に任せるのとは別に、やはりきちっ

と周知徹底を図るように努力をしなければなら

ないというふうに思います。以上です。 

 

 

 蒲生吉夫委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、順位２番、議席番号17

番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 ６月定例議会の予算委

員会における総括質疑を通告しております順に

ご質問申し上げたいと思います。 

 ３点、通告の比較的こまいところまで書いて

ありますので、盛りだくさんのように見えます

けども、中身はそんなに多くないわけですから、

順次ご質問させていただきたいと思います。 

 最初に、市長にお尋ねいたしますが、どなた

かの一般質問に保育計画素案から成案までのと

ころで、９月にというようなことで答弁なさっ

ていたと思うんですね。その素案の中には指定

管理者制度という導入を最初は致芳児童センタ

ーでしたか、予定しているわけですね。指定管

理者制度をさかのぼってきますと、いつ入ると

きに議会で条例を可決しなければならないかと

いうふうになると、９月になるんですね、さか

のぼってきますと９月になります。そのときに

同時に保育計画を素案から成案にということで

は、いかにも遅いのではないかと。私どもとし

ては議論する上で、そこの部分は先にやっぱり

欲しいところなんですね。ただ、答弁の中では

６月に入ったら保護者など、役員などと懇談会

を持って意見を聴取したいということでありま

したので、それにしてももっと早く出してもら

わないと議論のしようがないというふうに考え

ているんですけども、いかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 蒲生委員がご指摘のとおり、やはり９月でま

とめるということを私申し上げましたけども、

ちょっと正確には９月の議会に提出するという

ことで、委員ご指摘のとおりその前に成案とし

てしっかりと関係する皆様のご同意をいただか

なきゃいけないと思いますので、予定としてま

ず８月中に成案にしなければならないというふ

うに思います。 

 以前ご質問いただいたことで、３月定例会で

ございますけどもお答えした以降、５月の下旬

に各児童センターにおいて地域保護者の代表者

の皆様にお集まりいただきながら、「語る会」

を開催させていただきました。その中で子育て

を行っている地域の若い世代の人の意見を聞い

て計画をまとめてほしいという意見が多くいた

だきましたので、６月の下旬、今月の下旬から

７月上旬に保護者全体への説明会を予定してい

るところでございます。また、ことし３月に行

いました保育に関するアンケート結果などを踏

まえまして、最終案を作成して７月下旬に児童

センター運営委員会にお諮りして最終的に成案

を８月にしていきたいと、そういうふうに考え

ているところでございます。 

○蒲生光男委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 そういう日程であれば

了としたいと思いますね。それと８月の中でも

早いうちに提出いただけるという日程のようで

ありますので、というのは９月議会の協議会を

するあたりではもう遅いんですね。そこではや

っぱりだめだなと思いましたので、その答弁で

了としたいと思います。 

 福祉事務所長にお伺いいたします。私は地域

の保護者に意見を聞くというのはとても大事な

ことだと思います。思いますが、９月の議会に


